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１．オープンサイエンス政策とねらい
　オープンサイエンス政策では，公的資金によっ
て生み出された研究成果である論文やデータを広
く公開することにより，さまざまな効果を生み出
すことが期待されている（図１）。研究データの公
開は2010年代からG7（G8），OECD，UNESCOと
いった国際組織が牽引し，日本においても内閣府
等による検討が重ねられてきた。

　2024年現在，日本の大学図書館にとって重要な
研究データに関する方針として，（1）データポリ
シーの策定（機関リポジトリ（IR）を有する大学は2025
年度までに策定）1），（2）データマネジメントプラン
（DMP）の作成（科研費2）等による助成研究を受けた
研究者が作成），（3）即時OA（2025年度以降に公募を
行う競争的研究費による学術論文及び根拠データは学術
雑誌への掲載後，即時にIR等の情報基盤に掲載）3），（4）
データの10年保存（公的資金による研究成果のもとと
なる実験データ等は10年保存）4）がある。研究データ
の共有は，ヒトゲノムやヒッグス粒子の発見など，
複数の学術分野で目覚ましい成果を挙げてきた。
オープンサイエンス政策でその範囲が広がること
によって，どのような世界が到来するのだろうか。

２．オープンサイエンス政策の先にある世界
　今年，「国立科学博物館所蔵ヤマイヌ剥製標本は
ニホンオオカミCanis lupus hodophilaxか？」5）と
題する論文が公開され，話題を集めた。筆頭著者
の小森日菜子氏は，小学４年生のときに訪れた国
立科学博物館で，ヤマイヌの一種として展示され
ていた剥製標本が約100年前に絶滅したニホンオオ
カミではないかと考え，専門家に協力を仰ぎなが
ら２年がかりで論文をまとめたという6）。小森氏
の発見に刺激を受け，自分も何か探求したいと
思った人が，年齢，言語，身体障害などの壁を超
えて，いつでも，どこでも，自由に研究ができる
環境，それこそがオープンサイエンスが実現しよ
うとしている世界であると筆者は考える。
　学ぶための環境は急速に整いつつある。コロナ
禍を経て各国の大学の講義など多彩な学術コンテ
ンツがYouTubeで視聴できるようになり，DeepL
などの翻訳ソフト，ChatGPTに代表される生成AI
の性能も急速に向上しており，専門知識の理解が
容易になりつつある。次は何か。現地に足を運ば
ずとも信頼性の高いデータ（たとえば標本画像や映
像）を関連文献とともに自由に入手できるように
なれば，誰もが新しい知を生み出すフェーズに入
るのではないか。
　データを発見・アクセス・相互運用・再利用し
やすくするための指針としてFAIR 原則7）があり，
政策にも引用されている。FAIRデータを流通さ
せるために大学図書館は研究データ管理（RDM）

をどう進めればよいのだろうか。国内外でRDM
体制を構築している大学図書館の組織や運営は多
種多様であるため，次章では政策とFAIRデータ
を流通させるためのポイントについて述べたい。
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図１．研究データ公開により期待される効果
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３．オープンサイエンス政策とRDM
　オープンサイエンス政策等により，研究者は，
研究計画とともにDMPを作成し，DMPに従って
研究中のデータを管理し，研究終了後は保存し，
必要に応じて公開することが，大学図書館は研究
支援部署，情報部門，知財部門等と協力してRDM
サービスを展開し，研究者を支援することが求め
られている（図２）。そのためのプラットフォーム
としてNII Research Data Cloudがあり，データ
の管理（GakuNin RDM），公開（WEKO3），検索

（CiNii Research）基盤から構成されている。政策に
よる支援として，2024年度はオープンアクセス加
速化事業の公募が行われ，83件が採択された8）。

　こうした基盤の上でデータをFAIRデータとし
て流通させ，第三者による活用を可能にするため
には，内容や来歴，利用条件（ライセンス）等を示
すメタデータが不可欠である。データを用いた論
文は，データを解釈するためのメタデータの役割
を果たしうるため，データにリンクされているこ
とが望ましい。また，再利用した成果を公開する
際に出典を示して次の活用につなげたり，データ
の公開者や機関の貢献を可視化するためには，永
続的な識別子を付与する必要があり，DOI（Digital 
Object Identifier）が広く用いられている。
　こうした基本的な要件は示せるものの，具体的
に何をどこまで記述すればよいのかは分野やデー
タの性質によって異なるため，図書館が適切に判
断することは難しく，研究者との協力が不可欠で

ある。まずはそのデータに適した分野のリポジト
リを探して登録することを推奨し，適切なリポジ
トリがない場合にのみIRに登録するのがよいだろ
う。分野リポジトリの選択方法やIRにおけるメタ
データ（スキーマ）の検討状況については，図書館
コミュニティで共有されることが望ましい。

　大学図書館のRDMによってFAIRデータの流通
が加速し，オープンサイエンス政策の先にある世
界の実現に近づくことが期待される。２章では，
たたき台として筆者の考える「世界」を示したが，
ぜひ，読者の皆さまもオープンサイエンスが実現
された世界を思い描きつつ，新たな大学図書館の
役割を考えてみてほしい。
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